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釜
山
か
ら
車
で
西
に
一
時
間
、
周
囲
を
低
い
山

で
囲
ま
れ
た
丘
陵
地
帯
に
緑
豊
か
な
都
市
が
広
が

っ
て
い
る
。
韓
国
で
最
も
生
活
し
や
す
く
、
最
近
二

〇
年
間
で
最
も
発
展
し
た
都
市
と
い
わ
れ
て
い
る

昌
原
市
で
あ
る
。

市
街
地
に
入
る
と
一
目
で
ほ
か
の
都
市
と
の
違

い
に
気
付
く
。
市
は
開
発
当
初
よ
り
計
画
都
市
と

し
て
低
密
度
開
発
を
維
持
し
て
お
り
、
条
例
に
よ

り
建
築
物
の
建
ぺ
い
率
・
容
積
率
を
低
く
抑
え
て

あ
る
た
め
、
建
物
が
密
集
し
て
お
ら
ず
、
市
中
心

部
に
は
高
層
建
築
物
が
見
当
た
ら
な
い
。
市
街
地

に
は
四
方
八
方
に
格
子
状
の
道
路
が
走
り
、
市
の

中
心
部
を
東
西
に
伸
び
る
幅
五
〇
ｍ
、
全
長
一
二
・

五
km
の
昌
原
大
路
を
軸
に
、
北
側
は
商
業
・
教
育
・

文
化
地
域
、

南
側
は
産
業

公
団
及
び
港

湾
施
設
と
し

て
区
分
さ
れ

て
い
る
。
北

は
さ
ら
に
市

の
中
心
部
に

位
置
す
る
昌

原
広
場
を
中

心
と
し
て
、

道
庁
・
市
庁

な
ど
の
行
政

機
関
及
び
ホ

テ
ル
・
金
融
機
関
な
ど
の
経
済
地
区
に
区
分
さ
れ

て
い
る
。
市
の
公
園
及
び
都
心
緑
地
面
積
は
一

五
・
四
h
で
あ
り
、
九
〇
数
カ
所
の
公
園
と
二
二

カ
所
の
緑
地
が
市
全
域
に
人
工
的
に
造
成
さ
れ
、

一
人
当
た
り
公
園
・
緑
地
面
積
率
も
全
国
一
位
の

快
適
な
生
活
環
境
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
開
発
地
域
を
一
歩
外
に
出
る
と
、
そ
こ

に
は
多
く
の
自
然
が
残
り
、
工
業
都
市
と
い
う
一

面
を
持
ち
な
が
ら
も
農
産
業
も
盛
ん
な
都
市
で
あ

る
。
市
の
北
東
部
地
域
は
洛
東
江（
ナ
ク
ト
ン
ガ

ン
）河
口
平
野
に
当
た
り
、
肥
沃
な
土
に
恵
ま
れ
た

慶
尚
南
道
の
穀
倉
地
帯
と
な
っ
て
お
り
、
温
暖
な

気
候
は
四
季
を
通
じ
て
営
農
を
可
能
に
し
、
近
郊

に
大
消
費
地
が
あ
る
こ
と
か
ら
園
芸
も
発
達
し
て

い
る
。
ま
た
、
全
国
最
大
規
模
の
柿
栽
培
団
地
が

あ
り
、
気
候
と
土
壌
が
栽
培
に
適
し
て
い
る
た
め

糖
度
の
高
い
柿
が
生
産
さ
れ
て
お
り
、
海
外
に
も

輸
出
さ
れ
る
な
ど
昌
原
の
名
物
と
な
っ
て
い
る
。

岐
阜
県
大
垣
市
と
は
、
一
九
八
五
年
か
ら
始
ま

っ
た
両
市
の
青
年
団
体
の
交
流
を
契
機
に
、フ
レ

ン
ド
リ
ー
シ
テ
ィ（
大
垣
市
で
は
、
形
式
や
盟
友
に

と
ら
わ
れ
な
い
市
民
主
体
の
交
流
を
進
め
て
い
る
）

と
し
て
市
民
主
導
の
活
発
な
交
流
を
行
っ
て
い
る
。

市
の
発
展
は
、
一
九
七
四
年
四
月
に
韓
国
の
重

化
学
機
械
工
業
育
成
政
策
に
よ
り
産
業
基
地
開
発

促
進
地
域
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
。
開
発
は
す
べ
て
国
主
導
の
下
に
行
わ
れ
た
が
、

工
業
団
地
に
は
教
育
機
関
、
研
究
機
関
な
ど
が
備

緑に包まれた計画都市

昌原
チ ャ ン ウ ォ ン

市
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え
ら
れ
た
併
設
都
市
も
同
時
に
開
発
さ
れ
、
工
場

地
区
、
住
宅
地
区
、
商
業
地
区
等
が
整
然
と
区
画

さ
れ
緑
地
帯
も
設
け
ら
れ
る
な
ど
、
最
初
か
ら
計

画
的
な
都
市
づ
く
り
が
行
わ
れ
た
。
当
初
は
隣
接

す
る
馬
山（
マ
サ
ン
）工
業
団
地
の
後
背
都
市
と
し

て
造
成
さ
れ
た
昌
原
で
あ
っ
た
が
、
一
九
七
九
年

に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
首
都
で
あ
る
キ
ャ
ン
ベ
ラ
を

参
考
と
し
た「
昌
原
新
都
市
設
計
」が
確
定
さ
れ
、

一
九
八
三
年
、
釜
山
に
あ
っ
た
道
庁
が
昌
原
に
移

転
す
る
と
、
長
期
的
な
都
市
計
画
の
下
、
そ
れ
ま

で
の
単
純
な
工
業
都
市
か
ら
産
業
と
首
都
行
政
機

能
を
備
え
た
計
画
都
市
と
し
て
発
展
し
て
い
っ
た
。

一
九
七
二
年
に
は
四
万
人
程
度
だ
っ
た
市
の
人
口

は
、
一
九
八
〇
年
の
市
昇
格
時
に
は
一
二
万
人
と

な
り
、
一
九
九
七
年
に
は
五
〇
万
人
を
突
破
し
た
。

二
〇
〇
二
年
一
二
月
末
現
在
の
人
口
は
、
五
一
万

七
五
七
七
人
と
な
っ
て
い
る
。
豊
か
な
経
済
基
盤

を
土
台
と
し
て
、
水
準
の
高
い
市
民
福
祉
生
活
の

実
現
の
た
め
の
都
市
計
画
条
例
を
制
定
す
る
な

ど
、
現
在
ま
で
計
画
都
市
と
し
て
の
快
適
性
を
維

持
し
て
い
る
。

も
と
も
と
機
械
工
業
団
地
の
併
設
都
市
と
し
て

開
発
さ
れ
た
昌
原
の
発
展
は
、
韓
国
に
お
け
る
八

〇
年
代
の
機
械
工
業
の
発
展
と
大
き
く
関
係
し
て

い
る
。
重
化
学
工
業
政
策
は
、
一
九
七
〇
年
代
、
軽

工
業
中
心
で
あ
っ
た
韓
国
産
業
を
重
化
学
工
業
中

心
へ
と
方
向
転
換
を
図
る
た
め
の
国
家
戦
略
と
し

て
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
機
械
工
業
の
体
系

的
な
育
成
は
、
八
〇
年
代
の
機
械
工
業
の
発
展
に

お
け
る
基
盤
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
工
場

を
一
つ
の
団
地
に
集
中
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
機

械
工
業
相
互
間
の
関
連
効
果
を
増
大
さ
せ
、
高
付

加
価
値
の
精
密
機
械
工
業
と
ハ
イ
テ
ク
機
械
生
産

の
下
地
形
成
に
つ
な
が
り
、
二
〇
数
年
間
で
昌
原

を
韓
国
の
機
械
工
業
の
中
心
地
と
し
て
成
長
さ
せ

た
。現

在
昌
原
市
に
は
二
五
・
三
h
の
昌
原
工
業
団

地
を
中
心
と
し
て
、
機
械
、
金
属
、
電
子
、
自
動
車

生
産
な
ど
の
工
場
が
立
ち
並
び
、Ｌ
Ｇ
電
子
、
大

宇
重
工
業
、
現
代
重
工
業
、サ
ム
ソ
ン
重
工
業
な
ど

の
韓
国
大
手
企
業
を
は
じ
め
と
し
て
現
在
一
二
〇

〇
余
り
の
企
業
が
進
出
し
て
い
る
。
各
企
業
は
自

動
車
機
械
部
品
な
ど
を
海
外
に
輸
出
し
て
お
り
、

市
で
は
西
南
ア
ジ
ア
、
中
東
、ア
フ
リ
カ
に
海
外
市

場
開
発
団
を
派
遣
す
る
な
ど
、
積
極
的
に
海
外
市

場
開
拓
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
の
位

置
す
る
慶
尚
南
道
の
南
海
岸
地
域
に
は
、
馬
山
輸

出
自
由
貿
易
地
域
、
北
東
ア
ジ
ア
の
ハ
ブ
港
と
し
て

鎮
海（
チ
ネ
）市
及
び
釜
山
広
域
市
に
造
成
中
の
新

釜
山
港
が
あ
り
、
韓
国
に
お
け
る
物
流
・
生
産
の

重
要
地
域
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

市
北
部
に
あ
る
注
南
貯
水
池
は
昌
原
の
自
然
を

最
も
満
喫
で
き
る
と
こ
ろ
で
、
三
つ
の
貯
水
池
が

水
路
で
結
ば
れ
た
一
八
〇
万
坪
の
敷
地
に
は
広
大

な
沼
地
と
葦
が
自
生
し
て
い
る
島
が
あ
り
、
餌
が

豊
富
な
こ
と

か
ら
、
国
内

最
大
の
渡
り

鳥
の
渡
来
地

と
な
っ
て
い

る
。
毎
年
一

一
月
頃
に
な

る
と
、
天
然

記
念
物
の
ハ

ク
チ
ョ
ウ
や
、

ナ
ベ
ヅ
ル
な

ど
約
二
〇

種
、
数
万
羽
の
野
鳥
が
厳
し
い
冬
を
越
す
た
め
に

飛
来
し
、
白
鳥
の
湖
さ
な
が
ら
の
美
し
い
光
景
を

見
せ
て
く
れ
る
。
市
で
は
、
自
然
豊
か
な
貯
水
池

を
保
全
す
る
た
め
、
生
物
多
様
性
管
理
契
約
事
業

を
国
内
で
初
め
て
モ
デ
ル
的
に
導
入
し
た
。
こ
の

事
業
は
生
態
環
境
が
優
秀
な
地
域
の
農
地
を
行
政

が
借
り
入
れ
、
特
定
作
物
を
栽
培
す
る
こ
と
に
よ

り
周
辺
生
態
環
境
を
改
善
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
渡
り
鳥
な
ど
に
よ
る
被
害
農
作
物
に
対
し
て

は
損
失
を
補
填
す
る
制
度
で
あ
る
。

韓
国
重
化
学
工
業
の
基
地
で
あ
る
同
市
に
お
い

て
、
一
九
九
九
年
か
ら
二
〇
〇
三
年
ま
で
、
韓
国

初
の
国
際
自
動
車
レ
ー
ス
「
F-

３K
O
R
E
A

SU
PE
RPRIX

」が
開
催
さ
れ
た
。
市
街
地
に
コ
ー

ス
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
一
一
月
の
開
催
期
間
中

に
は
国
内
外
か
ら
多
数
の
観
光
客
が
訪
れ
、
世
界

韓
国
機
械
工
業
の
中
心
都
市

注チ

ュ

南ナ

ム

貯
水
池
に
お
け
る

環
境
保
全

c冬を越す渡り鳥の楽園　注南貯水池

レ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
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で
も
有
数
の
自

動
車
生
産
国
で

あ
る
韓
国
と
昌

原
を
世
界
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
昌

原
で
の
成
功
に

よ
り
、
慶
尚
南

道
で
の
Ｆ-

１
選

手
権
の
開
催
も

計
画
さ
れ
て
い

る
。ま

た
、
二
〇

〇
〇
年
に
ソ
ウ
ル
に
次
い
で
二
番
目
の
競
輪
場
で

あ
る
昌
原
競
輪
場
が
、
昌
原
市
と
慶
尚
南
道
の
出

資
に
よ
り
建
設
さ
れ
、
韓
国
初
の
全
天
候
型
ド
ー

ム
競
輪
場
と
し
て
人
気
を
集
め
る
と
と
も
に
、
そ

の
収
益
は
地
域
社
会
に
還
元
さ
れ
、
地
域
発
展
の

貴
重
な
財
源
と
な
っ
て
い
る
。

韓
国
で
は
、
行
政
制
度
や
都
市
計
画
に
お
い
て

国
主
導
の
施
策
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の

よ
う
な
中
、
昌
原
市
で
は
独
自
の
施
策
を
導
入
し
、

特
徴
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。

市
の
発
展
と
と
も
に
増
大
し
た
人
口
が
五
〇
万

を
突
破
す
る
こ
と
が
確
実
に
な
っ
た
一
九
九
七
年
、

そ
れ
ま
で
市
の
下
部
組
織
と
し
て
住
民
サ
ー
ビ
ス

を
支
え
て
い
た
洞ド
ウ（

注
）事
務
所
は
、
小
規
模
の
行
政

需
要
に
対
応
す
る
た
め
の
も
の
で
、
機
能
上
の
限

界
と
人
材
の
不
足
が
顕
著
と
な
っ
て
い
た
。
韓
国

で
は
地
方
自
治
法
に
よ
り
、
人
口
五
〇
万
以
上
の

市
は
任
意
に
一
般
区
を
置
く
こ
と
が
認
め
ら
れ
て

お
り
、
市
で
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
停
滞
を
打
破
す

る
た
め
に
区
制
導
入
に
つ
い
て
の
検
討
が
な
さ
れ

た
が
、
結
局
、
区
役
所
設
置
に
伴
う
多
額
の
費
用

が
発
生
す
る
こ
と
、
交
通
通
信
網
の
発
達
と
情
報

化
に
よ
り
住
民
の
時
間
的
・
経
済
的
な
不
便
解
消

と
い
う
区
制
導
入
の
意
味
が
薄
れ
て
い
る
こ
と
を

理
由
に
区
制
導
入
は
見
送
ら
れ
た
。

市
で
は
区
制
に
代
わ
る
独
自
の
行
政
形
態
を
検

討
し
、
既
存
の
二
四
洞
を
一
二
洞
に
統
廃
合
し
て

洞
事
務
所
の
規
模
を
拡
大
し
た「
大
洞
制
」を
導
入

す
る
こ
と
と
し
た
。
大
洞
制
に
お
い
て
は
、
統
合

し
た
洞
事
務
所
の
一
つ
を
大
洞
事
務
所
と
し
て
使

用
し
、
統
合
に
よ
り
人
員
が
増
え
た
事
務
所
に
新

た
に
一
〇
四
の
事
務
を
委
任
す
る
こ
と
で
区
役
所

的
な
機
能
を
持
た
せ
た
。
廃
止
さ
れ
た
洞
事
務
所

に
は
民
願
セ

ン
タ
ー
を
設

置
し
、
区
域

の
広
域
化
に

伴
う
各
種
証

明
書
等
発
給

サ
ー
ビ
ス
の

低
下
を
防
ぎ
、

そ
れ
以
外
の

ス
ペ
ー
ス
に

は
図
書
館
や

集
会
場
な
ど

を
設
置
し
住

民
の
地
域
活
動
の
拠
点
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。

現
在
区
制
を
導
入
し
て
い
る
自
治
体
の
中
に
は
、

区
役
所
が
機
能
し
て
い
な
い
た
め
区
制
廃
止
の
動

き
も
あ
る
中
、
昌
原
の
大
洞
制
は
自
治
体
の
実
情

に
合
っ
た
組
織
改
編
の
例
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い

る
。計

画
都
市
と
し
て
順
調
に
成
長
を
遂
げ
て
き
た

昌
原
で
あ
る
が
、
そ
の
成
長
は
成
熟
段
階
に
入
っ

て
お
り
、
市
で
は
次
な
る
発
展
の
た
め
の
変
革
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

市
の
発
展
を
支
え
て
き
た
機
械
工
業
に
お
い
て

は
、
韓
国
全
体
と
し
て
輸
出
製
造
業
者
の
中
国
を

中
心
と
し
た
海
外
移
転
の
動
き
が
あ
る
中
、
工
業

団
地
を
知
識
集
約
型
高
付
加
価
値
産
業
で
あ
る
先

端
産
業
で
再
編
し
、
機
械
産
業
の
再
生
を
図
っ
て

い
る
。

人
口
が
五
〇
万
人
を
超
え
る
現
在
、
住
居
地
域

は
飽
和
状
態
と
な
り
交
通
問
題
も
深
刻
化
す
る
な

ど
、
市
街
地
の
開
発
が
限
界
に
近
づ
い
て
お
り
、
市

街
地
の
建
築
規
制
を
緩
和
し
低
密
度
開
発
か
ら
の

方
針
転
換
も
や
む
を
得
な
い
と
の
声
も
あ
る
。
し

か
し
、
市
は
、
今
日
ま
で
の
発
展
は
市
民
へ
快
適
な

生
活
空
間
を
提
供
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
成
し
遂
げ

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
生
活
優
先
の
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

独
自
の
行
政
組
織
導
入

（
注
）
韓
国
地
方
自
治
団
体
の
行
政
下
部
単
位
。
洞
事
務
所
で
は
市
の
出

先
機
関
と
し
て
、
民
願
（
住
民
が
行
政
機
関
に
行
う
申
請
・
苦
情
・
そ

の
他
行
政
機
関
に
特
定
の
行
為
を
要
求
す
る
こ
と
）、
福
祉
、
文
化
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

c市街地コースで開催されたF-3選手権

c緑の多い市街地は居住地区と工場地区に分けられている

計
画
都
市
の
未
来


